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＜連絡事項＞

・マットレスの消毒は、1日に9枚位ずつ行う予定となっています。9：30には朱夏

　が取りに来て、15：30まで布団がない状態となりますので周知お願いします。北病棟の実施期間は、8/24～8/31となっています。

・8/6オンコールが小向ＳＧＭから佐々木ＳＧＭへ変更となっています。

・８月の歯科の日程は8/4（水）、8/10（火）、8/27（金）となっていますので周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様～8/5（木）10：00～14：00アパートへ外出、8/7（土）10：00～8/8（日）9：00外泊訓練となっています。

・清川　厚子様～8/5（木）11：00～12：00岩銀へ外出希望あり、主治医より許可と

　　　　　　　　なっています。昼食は当院で摂る事となっています。

＜日常生活支援状況＞

○日常生活支援時の重点項目に関し、受け持ちスタッフで評価し一覧表作成しています。

・現在、洗濯・保清・身辺整理・金銭管理・危険物の取り扱い・社会資源の利用・対人交流・余暇の過ごし方のどの項目にも該当しない方が３名（十日市　利喜様、板橋　雅勝様、小坂　君子様）いますが、単身生活していくうえでの問題はないのか？等踏まえ、再度検討していきましょう。

・日常生活支援時の重点項目に関しての表をただ作成するのではなく、今後作成した表を利用し、どういう介入をして、いつ評価するのか検討していきましょう。

　

＜作業療法実施報告・検討＞

・倉橋　生子様～作業中、月1・2回眩暈を訴え、テーブルに伏せている事あります。

　　　　　　　　引き続き参加状況の観察行っていきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス・診察状況＞

※8/10久保清美様退院に伴い、西Ｂユニットより袴田将志様が転入予定となっています。

・袴田　将志様～今後の生活として、主治医より自宅退院の方針となっています。

　　　　　　　　入院して2年になるので、来年の春を目途に1年位で退院できれば良いとの事です。

・飯豊　信雄様～調子について問われると「頭から時々音が鳴ってイライラする。」

　　　　　　　　と話しています。幻聴である事指摘されると頷いています。以前よりは軽減してきたとの事で落着いて診察受けています。

・菊地　明子様～サンコバ点眼液1本処方となっています。

外出の件について問われると「近くに行ってきました。」と話しています。外出後の気分の落込みはないが、夏バテぎみで7月に比べて生活リズムが乱れてきているような気がすると話しています。表情良く診察受けており、不安等の訴えは聞かれていません。

　　　　　　　　

・加賀谷　芙美子様～主治医より血糖値が以前に比べて落ち着いている事説明受けています。本人から不調の訴えは聞かれません。今後、転院予定の仙台の病院はまだ決まっていない事伝え、決まり次第本人へも伝えていく事説明し了承されています。

・倉橋　生子様～診察時、伝えたい事をメモし読み上げています。調子については、

　　　　　　　　「良くなかったり、目がぼんやりして。」と話していますが、表情

　　　　　　　　穏やかです。以前に比べて、トイレに行く回数が少なくなってい

　　　　　　　　ると話され、汗で出ている事がある為水分は摂るよう説明受け了

　　　　　　　　承しています。その他身体不調の訴えは聞かれず穏やかに診察終

　　　　　　　　了しています。
































































